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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   にじのそら溝の口保育園 

報告作成日：     2022 年  11 月 1 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2022 年 7 月上旬～9 月上旬】 

・評価機関の担当者より、法人代表及び園長、主任へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。その後、職員

説明会にて職員に説明。保育所版自己評価シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、園長

及び主任、職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2022 年 7 月 8 日～2022 年 7 月 22 日】 

・配布：全園児の保護者（49 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が園玄関に設置された回収箱に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2022 年 9 月 14 日、9 月 16 日】  

■9 月 14 日 

①各クラスの保育観察（3 歳児、４・５歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長、主任） 

 

■9 月 16 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長、主任） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2022 年 9 月 14 日、9 月 16 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（特徴や今後期待される点、独自性のある点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 社会福祉法人虹の会が運営するにじのそら溝の口保育園は、JR 南武線武蔵溝ノ口駅から徒歩 10 分の場所

にあり、周辺は住宅街に囲まれています。園の定員は 50 名（0~5 歳児）、開園時間は 7 時 00 分~20 時 00 分

です。 

園の玄関は一面ガラス造りの自然光が十分に入ってくる明るい空間です。玄関を入ると左手に事務室があ

ります。玄関ホールには、献立表やレシピカード、ご意見箱などが見やすい位置に掲示されているほか、理

念や方針、目標も見やすく掲げられています。玄関ホールの棚には重要事項説明書、園のしおり、保育内容

説明会のファイルなど園に関する資料も手に取りやすいように置かれています。また、地域向けの貸し出し

用の絵本も綺麗に整頓され置かれています。1 階は、0 歳児、1 歳児、2 歳児の保育室及び相談室と給食室が

あります。各保育室の木製の引き戸は、下半分が縦格子になっており、戸を閉めたままの状態でも空気の入

れ替えが出来るようになっています。給食室は大きなガラス張りとなっていて、子どもたちが給食を作る様

子を見られるようになっています。廊下、階段も広く踊り場の窓辺には季節ごとの置き飾りがあり、階段の

隅々まで外の光が入りとても明るいです。 

2 階に上がると、3 歳児、4・5 歳児の混合クラスの保育室とホールがあります。ホールはランチルームと

して使用しているほか、吊り遊具が設置され、平均台や跳び箱、巧技台なども使い十分に運動ができる環境

にもなっています。ホールの一角には絵本コーナーがあり、子どもがゆったりと絵本を読んだり休息したり

できる場所になっています。また、1 階と 2 階には保護者が子どもの上着や荷物などを置けるロッカールー

ムがあり、保護者からも好評です。 

1 階と屋上に園庭があります。1 階の園庭には砂場やタイヤ、ごっこ遊び用の小屋やテーブル、いすなどが

設置されています。またプランターでは、ピーマン、なす、きゅうり、ニンジン、オクラ、トウモロコシなど

を育てています。屋上の園庭には、コンビカーや三輪車、竹馬やフラフープが用意されているとともに、組

み合わせを変えることで滑ったり、隠れたりするなど様々な身体活動が可能な大型遊具が設置されています。

プランターでお米作りに取り組んだり、泥遊びをしたりできる環境も整えられています。また、オーニング

を設置するとともに、周囲の住宅街からの目隠しのグリーンカーテンもつけています。 
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1．特徴や今後期待される点 

 

○人財育成方針を策定し、職員一人ひとりに応じた、育成体制が整えられています 

 法人では、「人材」を「人財」と捉え、人財育成方針を策定し、職員一人ひとりに応じた育成体制が整えら

れています。人財育成方針には、「法人の基本理念」「目指すべき職員像」「行動指針」が記載され、方針を常

に念頭に置き、子どもの最善の利益につなげることを目的に方針が策定された経緯が明記されています。 

「法人の基本理念」の実現のために、目指すべき職員像として、「思いやりと豊かな心を持つ人」「笑顔のコ

ミュニケーションが取れるまろやかな人」「向上心を持ち前向きにチャレンジできる人」「感謝と誠意のある

人」が示され、行動指針として、「子ども、保護者、先輩、同輩、後輩、地域の方々など関わる人全てに対し

て思いやりと豊かな心で接します」「相手の立場に立って物事を捉え、笑顔と柔軟なコミュニケーションを心

がけます」「人として、専門職として、主体的、自発的に真摯に学び、何事にもチャレンジ精神を持って取り

組みます」「何事にも感謝と謙虚な気持ちを忘れず、誠意をもって取り組みます」と記載されています。 

また、人財育成方針と連動してキャリアラダーが作成されています。キャリアラダーでは、経験年数に応

じて求められる専門性業務や社会人・組織人として備えるべき資質が職種別に示されるとともに、受講が必

要な研修も記載され、職員がキャリアビジョンを描きながら日々の課題を明確にし、職務にあたれるよう体

制が整えられています。また、キャリアラダーステップにもとづいた、職員一人ひとりに応じた自己評価票

が整備されています。自己評価票には、目標と具体的な取り組み、反省・評価・今後の課題について記載し

ます。併せて、自己評価チェックシートにて社会人・組織人として備えるべき資質をチェックするとともに、

職種別経験年数別の専門性業務も合わせてチェックする仕組みを設けています。これらの取り組みにより、

人財育成方針にもとづいた、職種別、経験年数に応じて求められる職員像を明確にし、一人ひとりの職員が

自己評価票で確認するとともに、年に 3 回の園長面談を実施し、進捗状況を確認することで、職員一人ひと

りに応じた、育成体制が整えられています。 

 

〇子ども一人一人の生活リズムや興味、関心に応じて生活できる環境が整えられています 

 保育所内外は、整理整頓が行き届き、子ども一人ひとりの生活リズムや興味、関心に応じて生活できる環

境が整えられています。生活の面においては、食事のスペースと午睡のスペースを分けることで、一人ひと

りの生活リズムに応じてゆったりと生活ができるとともに、幼児クラスでは準備のできた子やグループから

食べ始めることで、一人ひとりのペースに合わせて生活できるよう配慮されています。また、乳児クラスで

は緩やかな担当制を取り入れ、個々の子どもの様子の適切な把握につなげています。職員が個々の様子を踏

まえて、食事や排せつ、睡眠に関わることで子どもが安心して過ごせるよう配慮しています。また、マット

の上で横になることができるスペースや、室内に 2~3 人程度の子どもが入って静かに過ごすことができる空

間、ホールの一角に設置された図書コーナーなど、ゆったりと過ごし、休息ができるスペースが室内に常備

されています。 

遊びの面においては、構成遊び、ごっこ遊び、机上の遊びなど遊びの種類ごとにコーナーが設定され、一

人ひとりの子どもが、自身の興味や関心にもとづいて遊ぶことができるよう環境が整えられています。また、
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作った物や遊び途中の物を置いておくことができるスペースを確保することで、継続した遊びができるよう

配慮しています。身体を動かす遊びについては、保育室内にバランスを取って遊ぶ遊具や、跳びはねて遊ぶ

ことができるタイヤなどが設定されるとともに、ホールにも吊り具のロープを設置しています。縄跳び、鉄

棒、巧技台、飛び石、マット、トランポリン、じゃれつき遊びなどにも取り組んでいます。 

 1 階の園庭には砂場やタイヤ、ごっこ遊び用の小屋やテーブル、いすなどが設置されています。またプラン

ターでは、ピーマン、なす、きゅうり、ニンジン、オクラ、トウモロコシなどを育てています。さらに雑草を

植えることで、子どもたちが自由に草を摘むなどの経験ができるよう配慮しています。屋上の園庭には、コ

ンビカーや三輪車、竹馬やフラフープを用意するとともに、組み合わせを変えることで様々な身体活動が可

能な大型遊具が設置されています。また、プランターではお米作りに取り組んだり、泥遊びができる環境も

整えています。 

 

〇さらなる地域への貢献、地域との交流が期待されます 

園では、区の園長会や主任児童委員との意見交換等を通して地域の福祉ニーズを把握しています。把握さ

れたニーズを踏まえ、園では、地域に向けた絵本の貸し出しの実施や育児相談、にじっ子ひろばと呼ばれる

地域子育て支援事業を実施しています。にじっ子ひろばでは、親子で楽しむ手遊びと絵本の読み聞かせの実

施や、保育士、看護師、栄養士の専門職による子育て相談や離乳食講座等を実施しています。これらの実施

内容については、区が発行する情報誌への掲載や、園のホームページ、また園外の掲示板に貼り出し周知に

努めています。また、年長児が近隣の保育所と交流し、合同で消防署見学を行ったり、近隣の公園で一緒に

遊んだりするなど、地域との交流にも取り組んでいます。今後は、安定した職員体制と、経験年数が長く、

保育経験が豊かな職員が多く在籍する当園の強みを生かし、コロナ禍においても実現可能な、地域に向けた

保育体験や給食体験などの子育て支援や近隣の高齢者施設等との交流、また中学生・高校生等の職場体験の

受け入れの実施など、さらなる地域への貢献と交流が期待されます。  

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇3 つのプロジェクトチームの活動を通して、保育の質の向上につなげています 

園では、「環境プロジェクト」「食育プロジェクト」「運動遊びプロジェクト」を立ち上げ、各プロジェクト

が連携することで、保育の質の向上につなげています。プロジェクトメンバーは、主任が職員配置や経験年

数等を考慮し編成しています。編成されたメンバーは、月に 1 回打ち合わせを行い、保育内容について意見

交換を行っています。食育プロジェクトの打ち合わせの中で「食事の際に姿勢の維持が難しい」というテー

マがあがった際、姿勢維持のためには体幹を育むことが大事ではないかという意見が出された結果、運動遊

びプロジェクトと連携することとなりました。そして、ホールに吊りロープを設定し、年齢に応じてロープ

の結び目を変えて登るなどの運動遊びの実施にもつなげています。また、環境プロジェクトのメンバーが各

保育室の環境設定で気付いた点を伝えることで、保育所内外の設備・用具の管理をはじめ、玩具棚の配置を

変えるなど、専門的な視点での振り返りが実施され、子どもの発達や興味に応じた環境設定につながってい

ます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2022 年 9 月 14 日、9 月 16 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

室内はベビーサークルや玩具棚で仕切られるとともに、保育者と子どもがちょうど入れる隠れ家のような

小さな空間もあり、一人ひとりの生活リズムに合わせて保育者とゆったり関わることができるよう空間を設

定しています。玩具棚は、子どもが数人寄りかかっても動くことがない重厚感と安定感があり、子どもたち

は重ねて遊ぶカップや音の出る玩具などを自由に取り出して遊んでいます。室内環境は子どもたちの成長や

興味に合わせて職員間で気付いたことを伝え合い、過ごしやすい環境にその都度設定しています。 

散歩から帰り、順番に沐浴をしているようです。1 人の保育者が子どもの沐浴をしている間、他の子どもた

ちは、サークルの中で保育者の膝に座って、音楽に合わせて手遊びをしたり、絵本を見たり、ぬいぐるみを

抱いたり、保育者とくすぐり遊びを楽しんだりしていました。他にも、隠れ家のような小さな空間で保育者

と 1 対 1 で絵本を読んで過ごしたり、テーブルで車を走らせて遊んだりと、子どもたち一人ひとりの状況に

合わせて保育者間で声を掛け合い、過ごし方を工夫しているようです。 

しばらくすると給食の時間となりました。献立表を持った給食職員が献立と照らし合わせながら除去食の

確認を担任としています。テーブル、手拭きなどをセッティングして順に椅子に座り、給食の時間です。3 つ

のグループに分けて食事をしています。保育者は食事用のエプロンを身につけ、子どもたちにも順にエプロ

ンを着けていきます。そして、小さな手を「いただきます」と合わせたあと、スプーンを片手に自らご飯を

口へと運んでいます。 

食べていない子どもやまだ自分で上手く食べられない子どもには、保育者がスプーンですくっては口元へ

運んでいきます。また、食べこぼしをその都度綺麗に拭いたり、食器を食べやすい位置に動かしたり、子ど

もがスプーンですくいやすいように食器の中のご飯を集めるなどの援助をしながら、ゆったりと子どもの食

事の様子を見守っていました。 

食事をしている空間と午睡の空間は棚で仕切られていて、子どもたちがお昼ごはんを食べている間に保育

者は布団を並べます。そして食べ終わった子どもから順番に布団に横になりお昼寝します。保育者は子ども

たちに布団をかけ、子どもの表情が見える程度に徐々に部屋を暗くしていきます。眠れない子どもにはそば

に行って抱っこしたり、優しく背中をトントンと叩いていたりしているうちに、安心した表情で眠りに入っ

ていきました。 
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□1 歳児クラス 

1 階の園庭で遊んでいました。園庭には、保育室からテラスを通り直接出ることができます。砂場やごっこ

遊びができる小さなお家、子どもたちが囲んで座ることができるテーブルと椅子のセットなどがありました。

また、園庭を囲むようにプランターでピーマン、なす、きゅうりなどが育てられていました。タイヤが並べ

て設定され、子どもたちはその上に乗ってバランスを取って遊ぶことなどもできます。 

園庭では、4~5 人の子どもたちが砂場で保育者と一緒に遊んでいました。子どもと保育者は裸足で遊び、

「お砂気持ちいいね」など、砂の感触を楽しんでいました。シャベルで砂を掘ってカップに入れたり、保育

者が「何かあるかな？」と子どもたちに問いかけながら、子どもと一緒に砂を掘る様子が見られました。 

砂場遊びの様子を観察していると、ちょうど 1 人の子が保育者と一緒に園庭に出てきました。みんなと一

緒に園庭で遊びたいようですが、どうやら裸足で遊ぶのも、靴を履くのも嫌なようです。保育者は子どもの

気持ちを汲み取り、しばらく抱っこして友だちが遊んでいる様子を一緒に見ていました。すると、いつの間

にか子どもが靴を履き、その後は保育者と一緒にバケツに水を入れて遊ぶ姿が見られました。水を小さなペ

ットボトルの中に入れてジュースに見立てたり、砂の入ったバケツの中に入れて「ケーキになあれ」と言い

ながら、バケツに入った砂をシャベルで混ぜたりと楽しそうに遊んでいました。保育者はその様子を見守り

ながらも、口に砂が入らないようにしたり、子ども同士で砂がかからないように声掛けなどをしていました。

子どもたちの遊びの中では「入れて」「ダメよ」等のやり取りや、好きな玩具を独り占めする姿も見られまし

た。その際に保育者は「入れてあげてもいいかな」「一つだけ貸してあげられるかな」など互いの気持ちを受

け入れつつ、子ども同士のかかわりを援助していました。小さな家の中で 2 人の子が遊んでいる際に、突然

「わー」という声が聞こえてきました。その際も保育者は「何がしたかった？」「座りたかったんだね」と、

まだ上手く自分の気持ちを言葉にできない互いの気持ちを受け取り、仲立ちする姿が見られました。 

園庭の草をむしって、カップに入れて遊んだり、小さな家と砂場を何度も往復して、家の中に置いてある

容器に砂を入れたり、保育者と一緒に砂に水を含ませおにぎりを作ったりと、子どもたちはゆったりと流れ

る時間の中で、思い思いの遊びを楽しんでいました。一通り遊び終えると、順番に足を洗って部屋に戻りま

す。まだ遊びたい子には「もう少しでお片付けしようね」と声をかけながら、保育者が園庭の片付けをして

います。しばらくすると、最後まで遊んでいた子も自分でバケツやシャベルを片付け、足を洗ってもらう姿

が見られました。 

部屋に入り着替えや手洗いを済ませ、給食です。保育者は「おいしい？」などの声掛けをしながら、スプ

ーンやコップの持ち方、お皿を子どもの前に寄せるなど、一人ひとりの子どもの様子を見て食べやすいよう

援助していました。また上手にスプーンで食べている姿を見て「上手にできてたよ」などの声をかけると、

子どもたちが意欲的に食べる姿が見られました。 
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□2 歳児クラス 

2 歳児の部屋は園庭に面していて、一面掃き出し窓で明るく開放感があります。園庭にもつながっていて、

子どもの様子に応じてすぐに外遊びができる環境です。玩具棚を使って遊びの空間を分け、子どもたちはそ

れぞれ自分の好きな玩具のある場所で遊んでいます。同じ空間で遊ぶ子ども同士が一緒にブロックを組み立

てるなど、遊びを共有できるよう、ブロックや玩具、絵本、人形などが十分に準備され、子どもが自分で取

り出せる高さに置いてあります。部屋の横にはトイレがあり、トイレに行きたい子どもが保育者に声をかけ、

すぐに行くことができる環境です。 

 観察日は天気が良く、近隣の公園へ出かけることになりました。外で遊ぶことを保育者が話すと、子ども

たちは嬉しそうに、自分で靴下を準備して靴を履き、ペアを組み、手を繋いで公園へと向かいます。保育者

は、歩きながら花を見つけては子どもたちにも見せて伝えるなど、常に子どもに語り掛けながら歩いていき

ます。また、子どもの発見を大切にし、探索を楽しみながら公園へ向かいます。 

公園に着くと、1 名の保育者が「今日は公園の中にいる生き物を探そう」と子どもに投げかけます。その間

にもう 1 名の保育者が公園を一周しながら、危険なものが無いか調べています。危ないものが何もないと分

かったあと、子どもたちは保育者と一緒に公園の中を散策しはじめました。公園の端の方まで行き、草むら

を覗きこんでは虫を見つけた子どもが保育者に知らせます。保育者も子どもの発見に共感し、一緒に覗き込

みながら「どれどれこの虫はねー」と、虫の名前などを教えています。虫だけでなく、公園に咲く花や植物

についても子どもたちは興味深く聞いています。 

その後、大きなカマキリを見つけると、喜んだり怖がったりしながらも石の上に置かれたカマキリをしげ

しげと見つめ皆で観察しました。公園にはバッタやカメムシやいろいろな生き物がいて、子どもたちの好奇

心が満たされます。 

観察したあと、子どもたちは一旦休憩して水分補給です。公園内の少し日陰になっている石に座り、保育

者が配るお茶を飲んだ後は、そろそろお昼ご飯なのでまたペアを組んで園へと帰って行きます。 

園に戻って来ると、順番に手を洗って子ども同士がぶつからないように床に座り、汗をかいた服を着替え

ました。そして、お茶を飲んで昼食の準備が整うのを待っています。 

 

 

□3 歳児クラス 

室内はベランダと面していて、自然の光がたっぷりと入ってきます。そのベランダの隅のほうではピーマ

ンやナスなどの野菜を育てていて、子どもが水をあげたりして生長を観察しています。 

部屋の中は、マットが敷かれ寝転んで遊べる空間、ブロックを並べて創作遊びが出来る空間、知育玩具な

どで遊べる空間など、可動式の棚を使いテーマごとに分けられており、子どもはそれぞれの興味に応じて、

好きな空間で十分に遊んでいます。ブロックの種類も多く、立体的なものから薄いタイプやワイヤータイプ

のものなどがあり、子どもは工夫しながら自分なりの作品を作っています。作りかけの作品を壊さずにその

まま残しておき、次回は続きから作り出せるように、保管できる棚のスペースが十分に設けられているので、

子どもたちは時間をかけて継続して作品を仕上げられることが出来、満足感を得られているようです。 
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観察日は敬老の日にちなみ、おじいちゃんやおばあちゃんに自分の顔を描いたお手紙を書き、お散歩を兼

ねて皆でポストにはがきを出しに行きました。 

保育者の説明の後、子どもはそれぞれ棚にある自分のカゴから靴下を取り出し、窓に掛けてある自分の帽

子を取りに行きます。棚の中のカゴには、飛行機や車など、子ども一人ひとりに決められた自分だけのマー

クが貼ってあり、子どもはそのシールを見て自分のものを探して慣れた様子で出かける準備をしていきます。

保育者が子どもにさりげなく近づいて、「あれ？ 靴下の向きが反対かなー？」とささやくように声をかけま

した。すると子どもは、頭をかしげながら履き直し、その様子を隣で保育者が見守っています。靴下を自分

で履いてみたものの、少しゆがんで履いてしまっている子どもには、保育者が正しい向きに直して少し足首

まで上げたあと、「ここから自分であげてみようか」と、最後は子どもが自分で履けるように促しています。

履けた後に自分で履けたことを褒めることで、子どもは達成感を得た様子でした。そして子どもたちは保育

者と一緒に階段を降りて玄関へ行き、靴箱から自分の靴を取ってお友だちと並んで座り靴を履きます。 

外へ出ると保育者が子どもの人数を数えて出発です。暑いので子どもの帽子をしっかり整えて目的地のポ

ストへと向かいます。子どもはお友だちと手を繋ぎながら二列で歩いて行きますが、途中の交差点では保育

者の指示に従って、車が来ないかを右や左を見て確認し、道路の端を歩くことや段差に気をつけて進むこと

などを教わっていきます。ポストに着くと投函する姿を記念撮影して園へと戻ります。 

園に帰ってきた子どもは出かける時と同じように、脱いだ靴は靴箱に、靴下は自分で小さくまるめてカゴ

の中にしまっています。そして順番に手を洗って汗をかいた服を脱ぎ、綺麗な服に着替えたら、自分のコッ

プに準備されたお茶を取りに行って飲んでいます。お茶を飲んでいない子どもには、保育者が水分補給する

ことの大切さを教えています。お茶を飲み終わった子どもは、コップを決められた場所へ戻して、部屋の中

のテーマごとに分けられた空間で各々の好きな遊びをはじめます。ブロックの続きをする子ども、絵本を広

げて読む子どもなど、食事までの時間を自由に過ごしています。 

 

□4 歳児・5 歳児クラス 

観察日は、4・5 歳児クラスで散歩に出かけました。散歩の準備を終え、園の玄関を出ると、保育者が散歩

の約束や、ポストに敬老の日のはがきを出すことなど、活動の予定を伝えていました。4・5 歳児がペアとな

り手をつなぎ、歩き始めます。保育者と虫や花を探したいことなど、会話を楽しみながら歩いていました。

保育者は虫かごも持ち、準備万端です。途中で 5 歳児の子が手をつないで歩いているペアの 4 歳児の子に「前

を見て歩かないと危ないよ」など声をかける姿も見られました。 

ポストに到着です。保育者がポストにある 2 つの投函口の説明をした後、子どもたちは祖父母に向けて書

いた手紙を嬉しそうに投函しました。 

公園に到着しました。公園に着くと、保育者が子どもたち一人ひとりの名前を呼び、名簿にチェックをし

ていました。もう１名の保育者は、公園内に危険物や、危険個所がないかを確認します。木の下にケムシが

いたことに気付き、「ケムシを触らないこと」「木の下に近づかないこと」を子どもに伝えます。そして、屈

伸や伸脚、バランスゲームなどの準備体操を終え、各々が好きな遊びを楽しみます。滑り台やボルダリング

などが設置されている大型の遊具で遊ぶ子や、4~5 人の子どもが集まり、追いかけっこや鬼ごっこを楽しむ

姿が見られました。その中で、数人の子が虫探しを楽しんでいました。しばらくすると、大きなショウリョ

ウバッタを見つけ、保育者に嬉しそうに伝えていました。保育者が「大きいね」「すごいね」と子どもの気持
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ちに共感し、共に喜んでいました。その後、「食べられる草を探そう」とはりきって草を探していました。ま

た、4~5 人の子どもが集まり、自分たちでルールを決め考えた、手や足をタッチするなどのじゃれつき遊び

を楽しむ姿も見られました。最後にお茶を飲み、子どもの名前を呼んで名簿と照らし合わせた後、園に戻り

ました。 

園に戻ると、子どもは、個々に用意された湯呑で水分補給をし、着替えを済ませた後、好きな遊びを楽し

んでいました。保育者と一緒に捕まえてきたバッタに名前をつけたり、パズルやあやとりなど各々がゆった

りと好きな遊びを楽しむ姿が見られました。保育室内は、ごっこ遊びのコーナーや制作ができるコーナー、

またカーペットが敷いてあり、ゆったりと寝転がることができるコーナーなどの環境が整えられていました。

また、壁を使って逆立ちに挑戦する子や、お尻をすっぽりと中に入れてバランスを取る遊具や、タイヤにク

ッションを載せ遊ぶ遊具など、身体を使って遊ぶ環境も用意されていました。 

しばらく好きな遊びを楽しんだ後、子どもは保育者と一緒に運動会の「はじめのことば」と「おわりのこ

とば」を考えていました。保育者が「どんな言葉が良いかな？」と子どもに投げかけると、子どもは「お父

さん、お母さん見ててね」や「見てくれてありがとうございました」など、思い思いの言葉を伝えます。保

育者は、一人ひとりの意見を聴きながら、まだ意見を言っていない子に「何かある？」と尋ねてみたり、子

どもから出た言葉に「すごくいいね」など言葉をかけていました。運動会の言葉が決まってくると、内容を

画用紙に保育者が書きます。そして、「はじめのことば」を言うグループと、「おわりのことば」を言うグル

ープに分かれ、「せーの」と合図を出す人を決めることとになりました。じゃんけんで決めたり、にらめっこ

で決めるなど、子どものユニークな発想の中で、合図を出す人が決まりました。保育者は、様子を見ながら

「どうかな？」など必要な声かけをするなど、子どもたち自身で決めていく過程を大切にしていました。最

後に、各グループで声をそろえて言葉を言いました。「すごくいいね、ここに貼っておくから、明日もやろう

ね」と保育者が声をかけます。子どもたちは嬉しそうな表情を浮かべていました。グループごとに、言葉が

書かれた画用紙にハートなどの絵を描き、室内に貼りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、パンフレットやホームページに

記載されるとともに、玄関及び各保育室に掲示されて

います。保育理念は「子ども一人ひとりの人権を尊重

しながら子どもの健やかな成長発達を保障します」

「保護者と協力関係を築き、子どもの最善の利益と福

祉の向上を図ります」「地域子育て支援としての役割

を果たします」です。保育方針は、理念との整合性が

確保されています。 

・理念や方針は、4 月の全体職員会議で園長が独自に

作成した書面とともに職員へ周知されています。書面

には、理念や方針に基づき「コロナ禍でも園を開園し

続ける対策」や「コロナ禍での行事を実施する工夫」

などが記載されています。 

・園の理念や方針については、保育内容説明会にて全

体的な計画を配布し、園長が園全体の内容を説明する

とともに、乳児リーダー、幼児リーダーが年齢ごとの

内容を説明しています。説明の際には、パワーポイン

トや日頃の活動写真などを取り入れ、園での活動の様

子が分かりやすいよう工夫しています。 

・園では、日ごろから園の理念や方針を継続的に周知

する取り組みの一環として、ドキュメンテーションに

取り組んでいます。ドキュメンテーションでは活動写

真とともに、子どもたちの様子が記載され、保護者と

子どもたちの成長を共有する機会となっています。こ

れらの取り組みにより、利用者家族アンケートでは、

9 割以上の保護者が園の方針について「よく知ってい

る」または「まあ知っている」と回答していました。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・社会福祉事業全体の動向については、厚生労働省や

市の担当課からの情報提供をもとに、法人と園が共有

しながら具体的に把握し分析につなげています。例と

してコロナの感染状況や対応、処遇改善、SIDS、事故

等が挙げられます。 

・地域の各種福祉計画の策定動向等については、年 3

回実施される区の園長会に参加し情報を得ています。

具体的には、地域における子育て支援の動向や、障害

者雇用のあり方等が挙げられます。また、0 歳児の保

育ニーズの減少に伴う、各保育所における定員割れな

どの変化等を把握しています。 

・予算の執行状況は、毎月、法人の事務担当と園長が

確認し、保育のコスト分析や保育所利用者の推移、利

用率等の分析を行っています。また、園児の入退園、

延長保育申請・解除状況は随時共有しています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・経営課題については、法人の施設長会議や保育園長

会議、統括施設長との面談等にて具体的な課題や問題

点を明らかにしています。現在の園の課題として、次

年度譲渡予定の保育園の職員確保及び保育内容の定

着が挙げられます。これらの課題については、評議委

員会・理事会をそれぞれ年に 2 回実施し、共有されて

います。また、園長が全体職員会議等を通じて、職員

に周知しています。 

・経営課題の解決・改善に向けた具体的な取り組みと

して、職員確保については就職相談会への参加、養成

校への訪問等が行われています。また、職員からの紹

介も挙げられます。保育内容の定着については、既存

園からの職員の異動等に合わせて、ゆとりある職員配

置をすることで保育内容の定着を図る試みが検討さ

れています。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

・中・長期計画は園長が作成し、主任、法人事務局が

確認しています。計画には理念や方針が明記され、実

現に向けての運営方針、保育環境、保育事務、子育て

支援や研修計画が記載されるとともに、保育に携わる

者としての心構え等が記載されています。 

・中・長期計画では、保育環境においては保育室、遊

具、園庭遊具等の定期的な点検を行うこと、保育事務

においては、「見る」と「観る」の違いを明記し、子ど

もの内面を意識して記録することの大切さについて

記載するなど具体的な内容となっています。また、子

育て支援では「保育をわかりやすく伝えるお便りの作

成」「見える保育を心掛ける」ことが記載され、日々の

ドキュメンテーションの作成につながっています。ま

た、地域に対する子育て支援では、食事に対する悩み

が多いことを踏まえ、栄養士による離乳食講座や看護

師による子育て講座の実施などにつなげています。研

修計画では、法人全体研修、ステップアップ研修、職

種別研修、市の研修などが日程、テーマ、講師別に一

覧で記載されています。 

・中・長期計画では「職員の定着」と「保育の質の向

上」を大切にし、園長が見直しを行っています。今後

は、さらに数値目標や具体的な成果等を設定し、見直

しの精度を高めていくことが期待されます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・中・長期計画の重点テーマとして「職員の定着」と

「保育の質の向上」を挙げ、単年度計画の「人財育成

と職員の定着」「各種会議・研修」などに反映させてい

ます。今後は、中・長期計画の重点テーマをより反映

させた単年度計画の策定が期待されます。 

・人財育成と職員の定着では、「人財育成方針」を策定

し、職員の自己評価の方法を見直すとともに、将来像

を描きながら職務にあたれるようキャリアラダーを

作成するなどの具体的な内容となっています。また、

福利厚生制度のさらなる充実等についても明記され

ています。各種会議・研修では、「専門性を高めるため
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価を行える内容となっている。 の 3 つのプロジェクト会議」や法人全体研修、ステッ

プアップ研修、職種別研修、施設内研修、外部研修が

記載されています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・事業計画は、主任と職員の意見を取り入れながら園

長が作成しています。具体的には、年間行事や地域子

育て支援などについて、昨年度の内容を振り返り、次

年度の事業計画に反映し策定しています。 

・事業計画には、「施設の状況、施設長の運営方針等」

の項目があり、その中で行事について「子どもの成長

を保護者と共有できる貴重な機会であり、運動会や発

表会、保育参加や面談等の要望に応えていく」旨が記

載されています。また、行事後にアンケートを取り、

保護者の思いを受け止めていくことも記載されてい

ます。地域子育て支援については、「にじっ子ひろば」

を月に 1 回のペースで実施し、遊びの提供、子育て講

座、園児とのふれあい、保護者同士の交流、同年齢ク

ラスでの体験保育を計画し実施する旨が記載されて

います。 

・事業計画書の見直しについては、保護者の要望等を

踏まえ見直すとともに、事業報告書にて年間行事の実

施状況等が評価されています。 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・事業計画に関連する、全体的な計画やそれに伴う乳

児保育、幼児保育、健康管理や給食への取り組みなど

については、保育内容説明会でパワーポイントや日ご

ろの活動写真を踏まえて保護者に説明しています。ま

た、行事への取り組みなどについても説明していま

す。今後は、中・長期計画の重点テーマとして挙げら

れている「保育の質の向上」に関連する内容や、単年

度計画で挙げられている「人財育成」等について、保

育内容説明会等を通して、さらなる周知が期待されま

す。 
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4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・保育の質の向上に向けて、各種会議にて組織的に

PDCA サイクルにもとづく取り組みを実施していま

す。全体職員会議をはじめ、乳・幼児会議、クラス打

ち合わせ、リーダー会議、フリー会議などが実施され

ています。また、食育プロジェクト、運動遊びプロジ

ェクト、環境プロジェクトの 3 つのプロジェクトを立

ち上げ、より専門的な視点での振り返りが実施されて

います。 

・各種会議には園長と主任が参加し、主任は他の会議

で出された内容等を他の職員と共有することで、全職

員が保育内容について組織的に確認できる体制が整

っています。 

・年に 2 回、園長が施設自己評価シートを使用し、「子

どもの理解」「家庭及び地域社会との連携や子育て支

援に係る観点」「保育の実施運営・体制全般に係る観

点」などについて園全体の自己評価を実施していま

す。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・評価結果については、各種指導計画に反映され文書

化されています。一例として、かみつきがあった際に

「じっくり遊びたかったのではないか」という子ども

理解のもと「安心して遊べる環境づくり」に取り組み、

その後のヒヤリハットの分析等から、かみつきが減っ

たという改善の実施状況の評価を行いました。また、

食育プロジェクトで課題として取り上げられた「姿勢

維持」について職員間の共有化を図ったところ、運動

プロジェクトにもつながり、姿勢維持に必要な感覚を

育てる遊具を導入したことも事例として挙げられま

す。 

・園では日ごろから、子どもの興味や関心、発達にも

とづいて玩具や遊具の見直しを行っています。またフ

リー保育士等が各クラスに入り、玩具棚の位置等の環

境設定で気付いた点を共有することで、改善につなげ

るなどの取り組みが行われています。 

・今後は、園長が年に 2 回実施している施設自己評価
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シートの結果についても、取り組むべき課題を明確に

し、計画的な改善策を実施することが期待されます。 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・園長は 4 月の全体職員会議にて、園の方針を伝える

とともに、「コロナ禍でも園を開園し続ける対策」や

「コロナ禍での行事を実施する工夫」などを書面に

し、職員に伝えています。 

・職務分担表では園長の役割として、「園の運営管理

全般」「施設管理に関する事」「保育内容及び職員指導」

などが挙げられ、自らの役割と責任について表明して

います。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時は主任へ報告をすることなどの権限委任等

については、主任の職務内容として「園長不在時の園

長代行」と職務分担表に記載されています。また、自

衛消防（地震防災）隊の編成と任務が事務所内に掲示

され、隊長を園長とし、副隊長を主任とすることが明

記されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・園長は市の監査基準に関する説明会等に参加し、児

童福祉法にもとづいた職員配置や設備基準、監査基準

等の理解を深めています。把握された内容について

は、職員に周知しています。また、労働基準法におけ

る労働時間や残業時間、有給休暇等について理解して

います。これらの関連法令については、ファイルにま

とめられいつでも閲覧できる体制となっています。 

・園長は法人施設長会議での勉強会等を通して、職場

におけるハラスメント防止対策について理解を深め

るなど、幅広い分野について遵守すべき法令等を把握

することに努めています。把握された内容について

は、法人独自にハラスメント防止に関する冊子を作成

し職員へ配布し、周知を図っています。冊子には、事
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務局の統括施設長が担う、相談窓口も記載されていま

す。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は各種会議に参加することで、保育の質の現状

について定期的、継続的に評価・分析を行っています。

また、各種指導計画を確認し、「文章から子どもの姿を

読み取れるか」を一つの基準として確認し、必要に応

じて指導することで、改善のための具体的な取り組み

につなげています。 

・園長は、保育の質の向上について、職員の意見を反

映するための具体的な取り組みを行っています。一例

として、1 階の園庭に雑草や草花を植え、自由に摘ん

で遊べる環境を設定しました。また、以前は屋上の園

庭の遮光ネットを準備する際に、毎回 3～4 人の職員

で行っていましたが、法人と状況を確認し、職員 1 人

だけで手動で設定できる遮光ネットの取り付けに至

りました。 

・園長は全職員を対象とした法人全体研修の受講をは

じめ、経験年数や役割などに配慮し、ステップアップ

研修、職種別研修、施設内研修、外部研修、キャリア

アップ研修等を受講できるよう、研修の充実を図って

います。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・園長は、毎月法人の事務担当と予算の執行状況を確

認するとともに、各時間帯における職員配置等につい

ても共有し、必要に応じて採用につなげるなど、適切

な職員体制を整えています。また、職務分担表につい

ては、保育経験年数や法人内での経験年数を考慮し、

園長が作成しています。シフトに関しては主任が作成

し、遅番勤務の翌日に早番勤務にしないことや、事務

作業の時間が確保できるよう、フリー保育士等を体制

に組むなど、職員の働きやすい環境整備などに取り組

んでいます。 

・園では、全体職員会議を始め、クラス会議、リーダ

ー会議、フリー会議、乳児会議、幼児会議などの会議

が定期的に行われ、園長も参加することによって、組

織内に同様の意識を形成するための取り組みの一環

につながっています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・法人全体で「人財育成方針」が策定され、「法人の基

本理念」「目指すべき職員像」「行動指針」が記載され、 

必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方、

福祉人材の確保と育成に関する方針が示されていま

す。 

・キャリアビジョンを描き日々の課題を明確にしなが

ら職務にあたれるようキャリアラダーが作成されて

います。キャリアラダーでは経験年数に応じて求めら

れる専門性業務や、社会人・組織人として備えるべき

資質が職種別に示されています。また、「職員自身が今

いるステップで獲得していくべき能力や遂行すべき

職務などを知ることで、課題や目標に対する主体的な

業務遂行を目指す」ことが明示され、育成計画の一端

を担っています。 

・福祉人材の確保については、養成学校の訪問や実習

生の受け入れ等を通して実施しています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「目指すべき職員像」は、人財育成方針に示されてい

ます。目指すべき職員像として、「思いやりと豊かな心

を持つ人」「笑顔のコミュニケーションが取れるまろ

やかな人」「向上心を持ち前向きにチャレンジできる

人」「感謝と誠意のある人」が示されています。 

・人事基準については、就業規則に記載されるととも

に、具体的な内容について、キャリアラダーにて職務

別の求められる能力が明確に定められ、職員に周知さ

れています。 

・職員は、3 種類の自己評価を実施しています。記入

票 1 ではキャリアラダーにもとづいた目標や具体的

な取り組み、また取り組みに対しての反省、評価、及

び今後の課題について記載します。記入票 2 では理念

や方針の理解、倫理・道徳・人権、服務規律、職務・

業務遂行能力、専門性などについてチェックします。

記入票 3 では、職種別、経験年数別に求められる専門

性業務等についてチェックします。これらの自己評価

をもとに、年に 3 回園長面談を行い、職務に関する成
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果や貢献度等を総合的に評価し、処遇改善等につなげ

ています。 

・職員が、自らの将来の姿を描くことができるよう、

キャリアラダーが策定され、自己評価と連動させるこ

とで、人事管理における仕組みづくりを行っていま

す。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・労働時間の管理は園長が実施しています。また、タ

イムカードの最終確認は園長と主任が実施し、職員の

就業状況を把握しています。 

・有給休暇取得の際は、職員が主任に申し出て、主任

が体制を確認します。その後、職員は園長に休暇申請

を申し出ます。園長は申し出を受け、有給休暇を承認

します。園長は年間有給休暇取得届兼残数表にて職員

の有給休暇取得状況を確認し、全職員がバランスよく

有給休暇を取得できるよう声をかけるなどの配慮を

しています。 

・職員に対し、毎年健康診断を実施し、その結果につ

いて法人の産業医にアドバイスを受ける機会を設け

るなど、職員の心身の健康と安全の確保に努めていま

す。また、産前・産後休業、育児休業、短時間勤務等、

各職員の事情に合わせて勤務できる体制が整ってい

ます。 

・年 3 回の園長面談のほか、必要に応じて面談の機会

を設けるなど、定期的に職員との個別面談の機会を設

けています。また、全職員に法人独自で作成したハラ

スメント防止に関する冊子を配布しています。冊子に

は、相談窓口として、事務局統括施設長の連絡先が記

載されています。 

・福利厚生については、会員制リゾートクラブに加入

し、全国のリゾート施設を安価で利用することができ

ます。また、福利厚生代行サービスに加入し、自己啓

発、各種レジャー、映画鑑賞、子育て、介護などに関

するサービスの割引を受けられるなど、充実した福利

厚生が整備されています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

 

 

 

 

・「期待する職員像」については、キャリアラダーにて

初任者、中堅職員、リーダー・副主任、主任、施設長

の階層別に求められる能力が記載されています。さら

に、階層別に求められる専門性業務、社会人・組織人
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□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

A 

 

 

A 

として備えるべき資質についても記載されるなど、組

織として「期待する職員像」が具体的に示されていま

す。 

・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、

自己評価票があります。自己評価票には、各職員のキ

ャリアラダーステップにもとづいた、目標と具体的な

取り組み、反省・評価・今後の課題について記載しま

す。また、自己評価チェックシートにて社会人・組織

人として備えるべき資質をチェックするとともに、職

種別経験年数別の専門性業務も合わせてチェックす

る仕組みを設けることで、職員一人ひとりの目標の設

定が適切なものとなっています。 

・職員一人ひとりが設定した目標について、年に 3 回

の園長面談を通して、目標の確認や、進捗状況の確認

を行う仕組みが構築されています。職員との面談は、

園長が各職員の良い所や、良く取り組んでいる部分を

直接伝える機会にもなっています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・目指すべき職員像として、「思いやりと豊かな心を

持つ人」「笑顔のコミュニケーションが取れるまろや

かな人」「向上心を持ち前向きにチャレンジできる人」

「感謝と誠意のある人」が人財育成方針に示されてい

ます。 

・キャリアラダーでは、階層別に求められる能力が記

載されています。求められる能力にもとづいて受講が

必要な研修を明示することで、各職員が必要とする専

門技術や専門資格を把握することにつながっていま

す。 

・主任は、各職員の研修受講状況を一覧で作成してい

ます。一覧にもとづいて各職員の年間の研修計画を作

成しています。研修計画は年度ごとに見直され、次年

度の計画に反映しています。 

・キャリアアップ研修については、該当経験年数の職

員に対し、年間で 1 分野の研修を受講できるよう、研

修計画及び研修内容の見直しを行っています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

 

 

 

 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等は研修受講状況一覧表で把握するとともに、日々の

保育実践や各種指導計画の内容を通して把握してい

ます。 
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□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

A 

 

A 

・新任職員や経験の浅い職員と保育経験年数が長い職

員を同じクラスに配置することで、日ごろの保育実践

や保育記録、保護者対応などについての個別的な OJT

が適切に行われています。観察時にも、経験年数の長

い職員が、子どもへの声のかけ方や促し方などについ

て具体的に新任職員に伝えている姿が見られました。 

・法人による全体研修を始め、ステップアップ研修、

職種別研修、施設内研修、外部研修などの機会を確保

し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた

教育・研修を実施しています。 

・研修受講後は、研修報告書を記載し園長に提出しま

す。その後、法人事務局に提出し、園専用のファイル

に綴じ、いつでも閲覧できる体制が整っています。研

修内容については、研修報告会を設け、全職員で共有

しています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢は、実習生・ボランティア受け入れマニュ

アルに明文化しています。 

・実習生・ボランティア受け入れマニュアルをもとに、

主任が連絡窓口を含め、中心となり対応しています。

受け入れの際に、園内掲示をし、保護者への周知も図

られています。 

・学校からの依頼内容とオリエンテーションにて、実

習生の意向や学びたいこと等を把握し、実習生ごとに

プログラム、スケジュールを計画しています。 

・実習生受け入れ窓口である主任は、養成校の講師に

よる実習生の現状等に関わる研修を受けています。研

修の中では、書くことが苦手な学生が多くなっている

ことなど、実習にかかわる具体的な内容が挙げられ、

指導の際に配慮するなどの取り組みにつなげていま

す。 

・学校との連携として、実習中の学校担当者の巡回の

受け入れや、直接養成校を訪問し、実習生の受け入れ

をについて伝えるなどの取り組みを実施しています。 
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３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・ホームページ及び社会福祉法人報告書閲覧サイト

（WAM NET）等を通して、園の理念や基本方針、保

育の内容、また決算情報等が適切に公開されていま

す。 

・苦情・相談の体制については、重要事項説明書で示

されるとともに、園内にも掲示しています。 

・ホームページでは、地域とのかかわりとして、「保育

園の機能を生かし地域に親しまれる保育園」「地域の

子どもや保護者に対して子育てを支援していきます」

「見学者、保育相談者をいつでも受け入れオープンに

していきます」の 3 点が掲げられるなど社会・地域に

対して明示・説明し、園の存在意義や役割を明確にす

るように努めています。また、園外の掲示板には、絵

本の貸し出しのお知らせや、にじっ子ひろばと呼ばれ

る地域に向けた子育て講座の年間計画を貼り出すな

どの取り組みも実施しています。 

・区の子育て情報誌である、「ホッとこそだて・たか

つ」に園情報が記載されています。また、ホームペー

ジでは園内の写真が掲載されるとともに、動画にて園

内の様子や活動の様子を閲覧できるようにするなど、

地域に向けて園の活動等を伝える取り組みが行われ

ています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール、

職務分掌と権限・責任については、経理規定に示され

ています。経理規定では、予算や出納、資産・負債の

管理等の項目が設けられています。規定にもとづき、

見積もりの際は複数の業者から見積もりを取るなど

の取り組みが行われています。 

・園では小口現金を取り扱い、一定額以上については、

法人決裁で購入し、それ以外は園長決裁となっていま

す。職員が物品等を購入する際は、園長に申し出て、

購入後領収証を提出するルールとなっています。 

・園における事務、経理、取引等については、毎年度

の決算時に、取引の証憑類の照合、契約関係の書類確
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摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

認及びそれらに伴う理事会の決議を確認するなど、定

期的に確認する取り組みが行われています。 

・法人では、行政、保育施策、人事労務、財務に詳し

いコンサルタントと契約を結び、事業全般について必

要な際に随時相談できる体制が整っています。また、

社会福祉法人会計、保育所委託費の通知に沿った会計

処理が適切かどうかについても随時確認するなど、外

部の専門家による指導を受けています。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・地域とのかかわり方については、保育理念、保育方

針に掲げられるとともに、ホームページや事業計画書

にも記載されています。 

・玄関には、ワーキングママカウンセリング、川崎子

育てアプリや子どもの権利に関してなどの区からの

情報を掲示するとともに、資料が手に取りやすいよう

置かれています。また、地域のお話会ボランティアグ

ループのチラシが掲示されています。 

・区の作品展では、年長児の作品を展示するとともに、

職員が当番で作品展に参加するなど、子どもの個別的

状況に配慮しつつ地域の行事や活動に参加するため

の体制が整っています。 

・年長児が近隣の保育所と交流し、合同で消防署見学

を行なったり、近隣の公園で一緒に遊んだりするなど

の取り組みが行われています。今後は、地域の福祉施

設や児童館、図書館等の定期的な利用などを通して地

域の人々と子どもとの交流の機会を設けることが期

待されます。 

・個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地域にお

ける社会資源を利用できるよう、市の人権オンブズパ

ーソンや虐待に関する情報、また区の子育て情報ガイ

ド等が玄関に置かれています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し
  

・ボランティアの受け入れに関する基本姿勢について

は、保育園運営マニュアルや実習生・ボランティア受
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ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

B 

 

 

B 

け入れマニュアルに示されています。 

・近隣高校の吹奏楽部が園を訪問し、楽器演奏をした

実績があります。中学生の職場体験等の受け入れにつ

いては、現時点では実績はありませんが、依頼があっ

た際は積極的に受け入れる体制が整っています。 

・ボランティアの受け入れの際は、オリエンテーショ

ンを実施し、個人情報の取り扱いに関する説明等を行

い、誓約書を受け取るなどの規定が示された実習生・

ボランティア受け入れマニュアルが整備されていま

す。 

・養成校を訪問し、実習の受け入れを実施している旨

を伝えるなど、実習生の受け入れを積極的に行ってい

ます。今年度は 2 名の実習生を受け入れています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・近隣の病院一覧や区の担当課、児童相談所及び療育

機関等の関係機関の連絡先を一覧にし、事務所内に掲

示しています。一覧については、職員間で情報共有が

図られています。 

・区の園長連絡会、主任・園長補佐連絡会、年長児担

当者連絡会、給食担当者連絡会、健康管理担当者連絡

会、発達相談支援担当者連絡会、子育て支援担当者連

絡会など職種ごとの連絡会に定期的に参加していま

す。 

・警察署と連携し、散歩に同行してもらい交通安全に

ついて教えてもらう機会を設けたり、療育センターの

巡回を通して子どもについて理解を深めるなど、地域

の関係機関と連携した具体的な取り組みが行われて

います。また、消防署との連携では、水消火器を借り、

消火訓練を実施するなどの取り組みも行われていま

す。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、虐待対応防止マニュアルに沿って対応す

る体制が整えられています。また、地域の情報につい

ては主任児童委員から情報を得る等連携が図られる

とともに、必要に応じて児童相談所との連携を図る体

制が整えられています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

  
・地域の福祉ニーズについては、区の園長会や主任児

童委員との意見交換等を通して把握しています。ま

た、園見学や地域を対象とした育児相談、地域子育て
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ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

A 

 

 

A 

 

支援事業である「にじっ子ひろば」の参加者の声から

も、地域福祉ニーズの把握に努めています。 

・地域の具体的な福祉ニーズについて、在園児の保護

者の実態からも把握しています。例として、兄弟で同

じ園に通うことができない家庭や、3 歳児を受け入れ

可能な保育所を探すのが大変であるなどの内容が挙

げられます。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・把握された福祉ニーズにもとづき、園では、地域に

向けて絵本の貸し出しの実施や育児相談、にじっ子ひ

ろばと呼ばれる地域子育て支援事業を実施していま

す。にじっ子ひろばでは、親子で楽しむ手遊びと絵本

の読み聞かせの実施や、保育士・看護師・栄養士の専

門職による子育て相談や離乳食講座等を実施してい

ます。 

・地域コミュニティの活性化やまちづくりなどの貢献

の一環として、区が主催する作品展に年長児の作品を

出展しています。作品展には、区内の 100 を超える園

が作品を出展し、地域の方々が子どもの育ちや保育活

動の様子に触れる機会となっています。 

・園では、被災時における避難場所としての開放など、

福祉的な支援を必要とする人びとに対してできる取

り組みを検討しています。 

 

 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

 

 

 

 

 

 

・子どもを尊重した保育の実施については、園の理念

に「子ども一人ひとりの人権を尊重しながら子どもの

健やかな成長発達を保障します」と明示し、具体的な

取り組みについては各種会議にて検討されるととも

に、日々の保育実践につなげています。 

・子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」
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実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

については、全職員が実施する自己評価チェックシー

トに倫理・道徳・人権の項目が設けられています。ま

た、人権擁護のためのセルフチェックリストを全職員

が毎年実施するなど、職員が子どもを尊重した保育に

ついて理解し、実践するための具体的な取り組みにつ

なげています。 

・全職員が受講する法人全体研修または、園内研修の

中で虐待等に関連する子どもの権利研修を取り上げ

るなど、子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施しています。 

・子どもを尊重した保育に関する基本姿勢は、週案、

月間指導計画などの各種指導計画に反映されていま

す。一例として、4・5 歳児の混合クラスでは、保育者

が一人ひとりの違いを認め、個々の発言や発想を大切

にすることに取り組んでいます。観察時も、運動会の

はじめのことばとおわりのことばを決める際に、保育

者が一人ひとりの意見を聴きながら、ことばの内容を

子どもたちとともに決めていく様子が見られました。 

・性差への先入観による固定的な対応をしないよう、

男女で分ける遊びや、「男の子だから、女の子だから」

といった言葉がけをしないよう配慮しています。 

・子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心につ

いて、園見学時、入園前説明会にて、重要事項説明書

を使用し保護者に説明しています。また、職員が子ど

もの人権擁護に関する研修を受講している旨も伝え

ています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシーの保護について、社会福祉事

業に携わる者としての姿勢・責務等が、全職員に実施

される自己評価チェックシートや重要事項説明書、市

が監修する「保育の質ガイドブック」に記載されてい

ます。さらに職員は園内研修で取り上げられる、子ど

もの権利研修等を通して理解が図られています。ま

た、市の子どもの権利担当者に講師を依頼し、法人全

体研修としても取り組んでいます。 

・一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふさわし

い快適な環境を提供し、子どものプライバシーを守れ

る設備等の工夫として、0 歳児クラスからオムツ替え

の際に衝立を使用したり、着替えやプール時のシャワ
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る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

ーを男女別に行ったりしています。また、1 階園庭の

遮光カーテンは、下からは上空の様子を見ることがで

きますが、上からは園庭の様子を見ることができない

構造となっています。 

・入園時には必ず、画像や動画の使用について、保護

者に説明するとともに、毎年同意書をいただいていま

す。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・区が発行する、「ホッとこそだて・たかつ」や「ひろ

ばノート」などの情報誌に、園の理念や基本方針、保

育の内容や保育所の特徴等を掲載するなど、多くの人

が必要な情報を入手できるよう取り組んでいます。ま

た園のホームページでは、活動写真を掲載するととも

に、園内を案内した動画や子どもの活動を紹介した動

画を自由に閲覧することができます。 

・園見学は、コロナ禍でも施設内を案内するために、

登園園児数が少ない土曜日に 1 組ずつ実施していま

す。園舎内を案内しながら、園の保育理念や保育内容

等を説明しています。また、重要事項説明書を使用し、

質疑応答なども行っています。現在は、中堅以上の保

育者が園見学の対応をしています。土曜日の見学が難

しい希望者に対しては、別の曜日での実施を検討する

など、見学者の希望に応じて柔軟に対応しています。 

・利用希望者に対する情報については、毎年検討し見

直しを実施しています。一例として、地域に向けた子

育て支援事業の内容の見直しが挙げられます。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたり、保育内容説明会にて、説明会

用の冊子や全体的な計画を配布し、パワーポイントを

使用するとともに、園の活動写真なども取り入れるな

ど、わかりやすく説明し、保護者等に同意を得ていま

す。また、保育内容の変更時には、書面等にて変更内

容を説明し、再度、同意書を得ています。 

・園で必要な持ち物の説明にあたっては、イラストの

使用等をして理解しやすくするとともに、見本を掲示

するなど、保護者等が理解しやすいような工夫や配慮

を行っています。 

・特に配慮が必要な保護者への説明については、ルー

ル化され、適正な説明、運用が図られています。一例

として、アレルギー児への聞き取りは栄養士と看護師
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ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

が入園の際に行い、さらに栄養士は毎月の献立の確認

を保護者と行っています。また、園では 6 か月ごとに、

市の健康管理委員会に所定の書類を提出しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所の変更にあたっては、市内で転園した際は、

入園前健診記録や園医健診結果記録などの健康状態

に関わる書類を引き継ぐことができる体制となって

います。 

・保育所の利用が終了した後の相談窓口として、担当

者は設置していませんが、全職員が相談を受ける体制

となっています。 

・保育所の利用が終了した時に、子どもや保護者等に

対し、いつでも来園できることなどを伝えています。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々の保育の中で、子どもの声や表情、態度や様子

を観察し、「見る」ではなく、子どもの内面を意識して

「観る」を大切にし、気持ちを理解するよう努めてい

ます。また、家庭での子どもの様子を保護者と共有す

るとともに、朝ミーティングにて職員間で子どもの体

調や様子について情報共有が行われています。 

・保護者に対し、利用者満足に関する調査として、年

に 1 回の園全体に関する利用者アンケートをはじめ、

運動会、発表会、保育参観、親子で遊ぼう会において

もアンケートを実施しています。 

・アンケート内容に関しては、全体職員会議において

全職員で共有するとともに、分析・検討し次年度の行

事等に反映させています。集計されたアンケート内容

については配布し、保護者との共有が図られていま

す。 

・アンケート内容等の分析・結果にもとづいて具体的

な改善が行われています。一例として、運動会や発表

会は 3 歳児以上が対象のため、2 歳児クラスでの行事

実施の要望を受け、親子であそぼう会の取り組みにつ

なげました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

 

 

 

 

・苦情解決の体制については、受付担当を主任とし、

解決責任者を園長としています。また、第三者委員を

設置しています。これらの内容は、重要事項説明書に

記載があるとともに、玄関に掲示しています。また、
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□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

A 

 

 

A 

意見箱を設置し、保護者等が苦情を申し出しやすい工

夫を行っています。 

・苦情内容については、苦情申出受付書に記載してい

ます。また、日々の保育の中で把握された苦情内容や

意見等に関しては、園長を含め職員で検討した上で、

迅速な対応につなげています。一例として、コロナ禍

で中止した保育参加について、保育参加の方法を再検

討し実施につなげました。また、防犯上の観点から門

扉の施錠について意見が出た際には、施錠の徹底を注

意喚起した掲示をするなどの取り組みが行われてい

ます。 

・日々の保護者とのやり取りの中で、保護者の申し出

を受け、保育の質の向上に関わる取り組みが行われて

います。例として、子どもの制作物に制作日の日付を

記載することや、玄関の給食のディスプレイに照明を

取り付け、遅い時間帯に迎えに来た保護者でも、ディ

スプレイを見やすくするなどの取り組みが行われて

います。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・相談の受付担当については、主任、また必要に応じ

て園長や第三者委員など複数の相手を自由に選べる

ことを、重要事項説明書や玄関の掲示で知らせていま

す。また、直接の相談以外に、意見箱を通して意見を

述べられることを知らせています。 

・相談をしやすいスペースの確保として、相談室を利

用し、面談を実施しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・連絡帳のやり取りや、送迎時に子どもの様子を伝え

る等のコミュニケーションにおいて、保護者が相談し

やすく意見を述べやすいように配慮しています。 

・意見箱の設置や行事後のアンケートの実施、また年

に 1 回実施される、園全体に関する利用者アンケート

を通して、保護者の意見を積極的に把握する取り組み

が行われています。保護者からの意見は、職員間で検

討し常に迅速に対応するよう取り組んでいます。 

・意見等にもとづき、保育の質の向上に取り組んでい

ます。一例として、保護者からの散歩の機会を増やし
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アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

て欲しいという意見に対して、職員体制を再検討し、

早朝の時間帯でも散歩に出かけられる体制づくりに

取り組みました。また、行事の内容について意見をい

ただいた際は、園の理念と共に「子どもたちの意欲や

興味」などを大切にして取り組んでいることなどを説

明するなどの対応も行っています。 

・苦情対応マニュアルは、定期的な見直しを実施して

います。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する責任者の明確化につい

ては、緊急対応マニュアル、予測されるリスクマネジ

メントへの対応マニュアル等で責任者を明確にして

います。 

・事務所内には、自衛消防（地震防災）隊の編成と任

務が掲示され、隊長を園長とし、副隊長を主任とする

ことが明記されるとともに、具体的な対応についてフ

ローチャートで示し、職員に周知しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集について

は、ヒヤリハット用紙にて積極的に行われています。

ヒヤリハット用紙を使用し報告と回覧をすることで

職員間での共有が図られるとともに、月ごとに事例を

集計・分析し、再発防止について検討されています。 

・収集した事例については、各種会議にて検討し改善

策に取り組んでいます。一例として、アレルギー児の

給食提供について、給食室内で確認後に給食担当者と

保育者が再確認し、さらに保育室内でも担任間で確認

するというトリプルチェックの方法について全職員

で再確認しました。 

・園内にて、応急手当普及員である看護師による、心

肺蘇生、嘔吐処理、安全なおんぶ等の救急救命法の研

修を実施しています。 

・日々の安全点検のほか、年齢別の危機管理チェック

リストを整備し、6 月と 1 月の年に 2 回、事故防止策

等の安全確保策の実施状況や実効性について、定期的

に評価・見直しを行っています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

 

 

 

 

・感染症対策について、園長・主任・看護師を中心に

管理体制が整えられています。新型コロナウイルス対

策については、看護師が中心となり、園児の健康状態

や各家庭の感染情報等を集約し、必要に応じて園長、
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た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

A 

 

A 

看護師が役所に報告しています。 

・感染症の予防と発生時等の対応については、健康管

理マニュアル及び安全衛生マニュアルに記載され、職

員に周知しています。 

・感染症の予防や安全確保に関する勉強会等について

は、全職員を対象とした法人全体研修にて、毎年感染

管理研修を実施しています。また園内では看護師が講

師となり危機管理研修が実施されています。 

・感染症の予防対策として、職員・子どもともに、戸

外から園内に入った際は手洗いを徹底しています。ま

た保護者に対しても、手指消毒の徹底をお便りや掲示

で周知しています。併せて、嘔吐処理セットを各保育

室や事務室、トイレ等に設置し、迅速な対応ができる

よう体制を整えています。 

・感染症予防マニュアルは、看護師、フリー職員、姉

妹園の園長など多角的な視点を通して、必要に応じて

見直しが行われています。 

・感染症が発生した際は、感染症名と症状、登園の目

安、家庭で気を付けることなどについて玄関に掲示

し、保護者に知らせています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制については、防災マニュアル、緊

急対応マニュアルに記載されています。また、事務所

内には、自衛消防（地震防災）隊の編成と任務が掲示

され、隊長を園長とし、副隊長を主任とすることを明

記し、併せて具体的な対応についてフローチャートで

示しています。 

・立地条件等から災害の影響を想定し、水害対策に取

り組んでいます。園では水嚢を常備し、水害の際の設

置方法についてシミュレーションを行っています。ま

た、BCP（事業継続計画）を作成し、保育を継続する

ために具体的な対策を講じています。 

・耐震措置として、つっぱり棒や落下防止マットを使

用しています。また、フリー保育士等は日々、保育室

内を点検し落下の危険性があるものなどについて職

員に伝えるなど環境整備に取り組んでいます。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、一斉メールサービスの「マチコミ」を使用してい

ます。マチコミは全家庭、全職員が登録しています。 
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・食料と備品は３日分備蓄され、給食室、休憩室、事

務室、階段下に分散して管理し、一覧にしています。

備蓄管理者は主任と栄養士です。 

・毎月、避難訓練を実施するとともに、年 4 回の消防

署への通報訓練を行っています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

・標準的な実施方法については、市が監修する「保育

の質ガイドブック」を使用しています。また、全職員

を対象とした法人による接遇研修を実施しています。 

・子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護につ

いては、就業規定、保育園運営マニュアル、市が監修

する「保育の質ガイドブック」に明示されています。 

・標準的な実施方法について、毎月の乳児会議及び幼

児会議にて、具体的なエピソードを通して職員に周知

徹底するとともに、標準的な実施方法にもとづいて実

施されているかどうかを確認しています。また、主任

が直接保育現場に入り、子どもとのかかわりや環境設

定等について伝えています。今後は、標準的な実施方

法にもとづいた実践の振り返りや指導内容等につい

て、文書化して蓄積していくことが期待されます。 

・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なもの

とならないよう、日々のエピソードの共有を通して、

子ども一人ひとりに合った対応ができるよう取り組

んでいます。 
 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・保育の標準的な実施方法である、市が監修する「保

育の質ガイドブック」について、必要に応じてクラス

会議、乳幼児会議で検証し、独自に保育内容を追加し

ています。一例として、乳児の時から、着替えの際は

上を脱いだら上を着るなど順に着替えることなどに

ついて、追加で記載しています。検証された内容につ

いては、必要に応じて各種指導計画に反映させていま

す。 

・検証・見直しにあたり、各クラスの反省は会議前に
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の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

書面でまとめ配布することで、職員の意見や提案が反

映されるような仕組みになっています。また、保護者

からの意見に対しては、情報を共有し、話し合いの場

を設け反映させるよう努めています。 
 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画の策定は、各クラス担当者が行い、園長が

確認し、園長を最終責任者としています。 

・入園の際は、入園面談を行うとともに、入園の際に

保護者が提出する児童票、健康記録表等を通して子ど

もの生活状況や身体状況等の把握をしています。在園

児については、生活記録連絡票や観察個人記録等を通

して適切なアセスメントにつなげています。 

・会議に応じて看護師、栄養士も参加し、さまざまな

職種の関係職員でアセスメント等に関する協議を実

施しています。また、療育センターと連携し、個別に

支援が必要な子どもについてのアセスメントを実施

しています。 

・全体的な計画にもとづいて、各種指導計画が策定さ

れています。園長は、各種指導計画に記載されている

ねらいに対する反省や、ねらいが週によってどのよう

に変わっているかなどの視点にもとづいて確認して

います。 

・計画の策定にあたり、保護者との面談や家庭状況も

考慮して作成しています。一例として、トイレトレー

ニングや箸の使用など、生活習慣に関連する内容が挙

げられます。また、個別に支援が必要な子どもの場合、

家庭での様子を聞くとともに、子どもの発達や興味、

意欲などを考慮した計画の作成を実施しています。 

・各クラス 1~2 名の子どものエピソードを紹介し、子

ども理解を深めるケースカンファレンスを実施して

います。ケースカンファレンスでは、所定の用紙に子

どもの良い面を記入する欄を設けることで、一人ひと

りの良い面に着目できるよう取り組んでいます。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

 

 

 

 

 

 

・週案、月間指導計画、年間指導計画などの各種指導

計画は、定められた時期に見直しが行われています。

全体的な計画は、年度末に振り返りを行っています。 

・見直しによって変更した指導計画の内容について

は、必要に応じて各種会議で周知するとともに、会議

議事録の回覧を通して周知するなど、周知する手順を
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□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

A A 
定め実施しています。 

・指導計画を変更する際は、変更内容に応じて朝のミ

ーティング等で報告します。または各クラス担任から

主任に報告し、主任が園長に報告する仕組みとなって

います。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、市が監修す

る「保育の質ガイドブック」を参照し、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育が充分であるかどうかの

確認を行うとともに、保育の質の向上に関わる課題を

明確にするよう努めています。 

・評価した結果については、各種指導計画の作成に生

かされています。 

（３） 福祉サービス実施の記録 

が適切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等は、生活記録連絡票

や観察個人記録等の園が定めた統一様式によって把

握し記録しています。 

・個別の指導計画等にもとづく保育が実施されている

ことを、記録により確認することができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

ように、園長は記録の作成ポイントをまとめた記録の

書き方資料を作成し、個別に指導しています。記録の

書き方資料では、ねらい、保育内容、保育者の援助と

配慮など項目ごとに記載する際の留意点が示されて

います。 

・情報の内容に応じて、朝ミーティング、乳児会議、

幼児会議、リーダー会議等、各種会議にて伝達するな

ど、必要な情報が的確に届くような仕組みが整備され

ています。 

・情報共有を目的とした会議として、朝のミーティン

グ、クラス会議、乳児会議、幼児会議、リーダー会議、

フリー会議、給食会議、プロジェクト打ち合わせ、地

域支援担当者会議、全体職員会議が定期的に実施され

ています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

 

 

A 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する方針については、保育園関係文書保存年数や保育

園運営マニュアル等に定められています。また、就業

規則には、個人情報の管理義務が定められています。 

・記録管理の責任者を園長とし、個人情報の記載があ

る書類等は施錠される書庫で管理するなど適切な管
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対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

理が行われています。 

・記録の管理については、新規職員採用時に研修を実

施します。また実習生やボランティアの受け入れの際

も個人情報に関する規程を説明し、同意書を得ていま

す。 

・各家庭事情の情報の取り扱いや児童相談所等からの

問い合わせ内容等、個人情報に関する内容について

は、定期的に全体職員会議で確認しています。 

・個人情報の取り扱いについて、ホームページへの写

真の掲載の有無等、重要事項説明書を通して保護者等

に説明し、同意を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・全体的な計画は、保育所の社会的責任、人権を大切

にした保育、職員の資質向上等の項目が設けられ、児

童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保育指針

などの趣旨をとらえて作成されています。 

・全体的な計画は、年度末のクラス会議にて子どもの

発達過程、子どもと家庭の状況や保育時間、地域の実

態などを踏まえ反省した点を、次年度の計画に反映さ

せています。 

・計画作成の際は、各クラスから提出された、全体的

な計画に対する反省をもとに、職員全員で見直し、提

案のあった箇所について討議し、作成しています。一

例として、子育て支援や食育の推進、災害への備えに

ついて見直し、次年度の計画に反映させています。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環境は、

常に適切な状態に保持することに努めています。温湿

度計を設置するとともに、24 時間換気を実施してい

ます。湿度に関しては、常に 50%以上を保つようにし、

低い場合は加湿器等を使い調整しています。室内はど

の部屋も採光が十分に入る構造となっています。ま

た、音の環境については、保育者が子どものそばに行

って話しかけることで、落ち着いた雰囲気で過ごせる

よう配慮しています。 

・毎月の避難訓練の際に安全点検を行うとともに、

日々フリー保育士等が落下したら危険な物等を確認

し、各職員に伝えるなどの取り組みを行っています。
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

また、環境プロジェクトの職員等が気づいた点を伝え

合うことで保育所内外の設備・用具の管理に努めてい

ます。寝具は週 1 回の天日干しと年 1 回の洗濯を行っ

ています。 

・一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち着ける

場所を確保しています。マットを使用した横になるス

ペースの設定や室内に 2~3 人程度の子どもが入って

遊ぶことができる空間を設定しています。また、ホー

ルの隅には図書コーナーが設置されており、ゆったり

と過ごすことができます。 

・食事や睡眠のための生活空間として、0，1 歳児は食

事のスペースと寝るスペースを別々に確保し、2，3 歳

児は食事のスペースを少しずらすことで寝るスペー

スが確保され、心地よい空間を確保しています。また、

4，5 歳児はランチルームを設けることで、食事のスペ

ースと寝るスペースを確保しています。 

・手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子どもが利用

しやすいよう、スリッパを置く位置にスリッパのイラ

ストを貼ったり、1 回で使用するトイレットペーパー

をウォールポケットに入れたり使いやすいよう工夫

しています。また、絵本のキャラクターを壁に装飾す

るなどの取り組みも行われています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生じる一

人ひとりの子どもの個人差を十分に把握するため、ク

ラス担任だけでなく、各種会議等で全職員が子どもの

様子について共有しています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

また、子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちにそ

って適切に対応できるよう、乳児クラスは緩やかな担

当制を取り入れています。緩やかな担当制では、主に

生活面において特定の保育者が数名の子どもを担当

することで、個々の子どものしぐさや表情から気持ち

を汲み取り、適切なかかわりにつなげています。 

・生活時間の流れにゆとりを持つこと、必要に応じて

主任やフリー保育士等がクラスに入ることで、子ども

と保育者が 1 対 1 で丁寧に関われるよう配慮してい

ます。 

・子ども全員に一斉に声をかけるのではなく、子ども
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のそばに行って声をかけたり、「走らない」ではなく

「歩きましょう」など、禁止語や否定語を使わず肯定

的に伝えるよう取り組んでいます。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう、連絡帳や

個人面談、送迎時の情報共有をしながら援助を行える

よう配慮しています。一例として、トイレトレーニン

グや箸の使用など、家庭と園との共通認識のもと、同

じ対応ができるよう取り組んでいます。 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、子どもが自

分でやろうとする気持ちを尊重し、さりげなく援助す

ることで、自分でできたという達成感を味わえるよう

配慮しています。また、生活時間の流れにゆとりを持

ち、保育者間で連携することで、一人ひとりの子ども

とじっくり関わり、主体的に取り組めるよう配慮して

います。 

・一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と休息の

バランスが保たれるよう、マット等を利用しいつでも

休息できるスペースを確保したり、遊びの種類ごとに

コーナーを分けることで、静の活動と動の活動の空間

を確保したりできるよう配慮しています。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、食育や健康集会等を通して子どもに伝えていま

す。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自主的・自発的に生活と遊びができるよう、

静の活動と動の活動の空間を分けています。また、構

成遊び、ごっこ遊び、机上の遊びなど遊びの種類ごと

にコーナーが設定され、コーナーごとに手作りの玩具

を始め、必要な玩具が設定されています。さらに、自

分の作った物や遊び途中の物を置いておくことがで

きるスペースを確保することで、継続した遊びができ

るよう配慮しています。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよ

う、室内にバランスを取って遊ぶ遊具や、跳びはねて

遊ぶことができるタイヤなどが置かれています。また

ホールには、吊り具のロープを設置し、ロープの結び

目を変え、一人ひとりの子どもが登るなどの遊びを十

分にできるよう配慮しています。また、縄跳び、鉄棒、
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□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

巧技台、飛び石、マット、トランポリン、じゃれつき

遊びなどにも取り組んでいます。 

・毎日散歩に出かけられるよう職員体制を整えること

で、戸外で遊ぶ時間や環境を確保しています。 

・生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係が育ま

れる取り組みの一環として、当番活動が挙げられま

す。当番活動として、当日の出席人数表を園長に届け

ることや、当日提供される給食の食材と同じフェルト

で作られた食材を、玄関に置くなどの活動がありま

す。 

・子どもが友だちと協同して活動する取り組みの一つ

として、4・5 歳児が夏祭りの際に御神輿を制作した

り、5 歳児がカレーを作り、4 歳児に振る舞うなどの

取り組みがあります。 

・散歩の際に、異年齢で出かける機会を作って年長児

クラスの子が道路側を歩くことをしたり、保育者がそ

の都度交通ルールを知らせたり、近隣の方に挨拶した

りすることで、社会的ルールや態度を身につけること

ができるよう配慮しています。 

・身近な自然と触れ合うことができるよう、いろいろ

な公園に行き散策を楽しんだり、園庭やテラスではプ

ランターでお米、ピーマン、なす、きゅうり、ニンジ

ン、オクラ、トウモロコシなどを育てたりしています。 

・様々な表現活動が自由にできるよう、幼児クラスで

は、制作の道具や材料を自由に使えるコーナーを常設

するとともに、各自が道具箱を持ち、クレヨン、のり、

はさみなどを自由に使えるようになっています。2 歳

児クラスは、子どもの見えるところにクレヨンを置く

とともに、子どもから要求があった際は、紙などもす

ぐに取り出せるよう環境を整えています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・室内は、子どもたちの遊ぶ様子や状態に応じて、パ

ーテーションを利用することができ、保育者と 1 対 1

でゆったりと過ごせるよう配慮しています。また、歩

行の発達や遊びの変化に合わせて玩具棚やテーブル

の位置を変えるなど環境設定に配慮しています。 

・0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情緒の

安定）が持てるよう緩やかな担当制を取り入れていま

す。できるだけ同じ職員が関わることで、個々の子ど
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□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

  
もの様子を適切に把握することにつながっています。

また、担当者がスキンシップを多く持ち、主に生活面

である食事や排せつ、睡眠に関わることで、信頼関係

を築き子どもが安心して過ごせるよう配慮していま

す。 

・0 歳児が、興味と関心を持つことができるよう、重

ねカップや穴落とし、チェーリング等の月齢や成長に

合わせた玩具を設定するとともに、遊びの内容を工夫

しています。玩具棚は子どもが寄りかかっても倒れる

ことがないよう、重量がある棚を使用し、安心して自

由に玩具を取り出せるよう環境を整えています。ま

た、保育者の生の声で「おてぶしてぶし」「うえからし

たから」などのわらべうたを楽しんでいます。 

・一人ひとりの成長や発達に応じて、散歩や 1 階の園

庭、屋上園庭で遊ぶとともに廊下や階段も身体を動か

す場として利用しています。 

・家庭との連携に関しては、連絡帳でのやり取りや送

迎時の情報共有を通して行われています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しています。一例として、

着替えの際は、子ども一人ではできないが自分でやろ

うとする気持ちを受け止め、時間が掛かっても子ども

が納得するまで見守るよう配慮しています。 

・探索行動が十分にできるよう、散歩先の公園では危

険個所や危険物がないかを十分に確かめてから遊ん

でいます。室内では、使っていない玩具等をさりげな

く片付けることで、安全に探索行動ができるよう配慮

しています。 

・子どもの自我の育ちについては、どんなことでも否

定せず、まず思いを受け入れ、子どもの気持ちに寄り

添うことを大切にしています。また、各種会議の中で

子どものエピソードを共有し、職員間で意見を出し合

い、共通認識が持てるよう取り組んでいます。 

・様々な年齢の子どもや、保育者以外の大人との関わ

りとして、年長児が乳児クラスに行き、夏祭りで踊る

盆踊りを披露したり、栄養士、調理師が食事の際に子

どもの様子を見に行くことなどに取り組んでいます。 

・送迎時や個人面談等を通して子どもの成長や発達を
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共有するなど、一人ひとりの子どもの状況に応じ、家

庭と連携した取り組みや配慮につなげています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・3 歳児の保育に関しては、集団の中で安定しながら、

遊びを中心とした興味関心のある活動に取り組める

よう、子どもの興味や関心を見定め、環境を整えてい

くことに配慮しています。玩具や遊具を多く用意する

ことで、一人ひとりが好きな遊びを見つけ、十分に遊

び込めるよう保育者が関わっています。また、自分の

思ったことを言葉に出して伝え、必要に応じて保育者

が援助や代弁をするよう心がけています。 

・4 歳児の保育に関しては、集団の中で自分の力を発

揮しながら、友だちとともに楽しんで遊びや活動に取

り組めるよう、日ごろの遊びや行事等への取り組みの

中で、保育者の考えを主に置くのではなく、自分たち

で考えながら自由に発言できるよう配慮しています。

その際に、これまでの経験や 5 歳児のリード、5 歳児

への憧れなどを生かせるよう配慮しています。 

・5 歳児の保育に関しては、集団の中で一人ひとりの

子どもの個性が活かされ、友だちと協力して一つのこ

とをやり遂げるといった遊びや活動に取り組めるよ

う、一人ひとりの良いところや得意なことが 4・5 歳

児の混合クラスの中で、子ども同士で気づくことがで

きるような場面を設けています。また、子ども同士の

話し合いの場では、5 歳児がリードを取れるよう配慮

しています。このような取り組みの中で、小さな成功

体験を重ね、チャレンジする心の育みにつなげていま

す。 

・子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動等につ

いて、保護者や地域等に伝える工夫の一環として、

日々の写真と文書で作成したドキュメンテーション

の掲示や、園外掲示板に子どもの作品を掲示したり、

区の作品展に年長児の作品を出展するなどの取り組

みが行われています。就学先の小学校へは、保育所児

童保育要録を送付するとともに、電話にて個々の子ど

もの育ちについて伝えています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

  
・玄関にスロープを設置し、バリアフリーの構造にす

るなど、障害に応じた環境整備に配慮しています。ま

た、荷物を置く場所が分かりやすいよう、使用するロ
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□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

ッカーを入り口に一番近い場所にして、シールを貼る

などの取り組みも行われています。 

・クラスの指導計画をもとに、障害のある子どもの状

況に配慮した個別の月間指導計画が整備されていま

す。計画にもとづき、発達にあった遊具の準備や、個

別のかかわりを行い、また集団から離れたい際は、図

書コーナーを利用するなど、子どもの状況と成長に応

じた保育を行っています。 

・共に成長できるよう、子ども同士のかかわりの際に

子どもの気持ちを代弁し分かりやすく伝えることで、

理解が深まるよう配慮しています。また、保育者が一

方的に話すのではなく、対話の中で子どもの思いを把

握できるよう努めています。 

・保護者との連携については、連絡帳を使用して情報

を共有し、子どもの成長を喜び合い、共通認識が持て

るよう配慮しています。 

・療育センターの巡回等を通して、療育センターと連

携し、相談や助言を受けています。 

・職員は、発達支援研修、インクルーシブ研修等を受

講し、研修報告会で共有することで、障害のある子ど

もの保育について必要な知識や情報を得ています。 

・障害に関連する講演会のポスターを掲示したり、資

料等を玄関カウンターに置き、自由に持ち帰ることが

できるようにするなど、保護者に、障害のある子ども

の保育に関する適切な情報を伝えるための取り組み

を行っています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・長時間保育の記録は、延長日誌に記載し振り返りが

実施されています。今後は、長時間保育について、全

体的な計画や年間指導計画等に記載し、具体的な配慮

点を明確にすることが期待されます。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、動的

な遊びではなく、絵本、パズルやお絵かきなどの机上

の遊び、ごっこ遊びなど、気持ちが落ち着く遊びを設

定するよう取り組んでいます。 

・子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう、

0 歳児、1・2 歳児、幼児クラス別に、少人数で過ごし、

子どもが少なくなった時間で乳幼児合同の保育を行

っています。 

・保育時間の長い子どもに配慮し、補食の提供を行っ

ています。その際に、年齢による量の調整を行ってい

ます。 

・引き継ぎ簿を利用し、子どもの状況について、保育

士間の引継ぎを適切に行っています。引き継ぎ簿は、

朝に受けた連絡は黒字で記入、夕方保護者に伝える内

容は赤字で記入するとともに、引き継ぎ簿を見ながら

口頭で伝えています。 

・担当の保育者は保護者との連携が十分にとれるよ

う、引き継ぎ簿で受けた内容を伝えるとともに、延長

時の子どもの様子を伝えています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・全体的な計画に小学校との連携の項目を設け、具体

的な内容を記載しています。一例として、近隣小学校

との連携・情報交換、1 年生との交流等が記載されて

います。小学校の様子を紹介した DVD が贈呈され、

園内で子どもと視聴するなど具体的な取り組みにつ

なげています。 

・子どもが、小学校以降の生活に見通しを持てる機会

として、コロナ禍以前は小学校訪問等の交流を行って

いました。現在は、散歩の際に近隣の小学校を巡るこ

とで期待感を持てるよう取り組んでいます。また、5

歳児の午睡時間は徐々に短くし、就学に向けての準備

を整えています。 

・幼保小連携推進事業の会議で得られた、学校によっ

てはチャイムがないので時計を見ながら行動できる

ようにすること、早寝早起きなど生活習慣を整えるこ
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となど、就学に向けて取り組む情報について保護者に

伝えています。また、クラス懇談会で小学校の教員で

ある保護者から、親の心配が子どもに伝わることや学

校生活に慣れるまでは新しい習い事は控えた方がよ

いなどの話を聞き、共有することで、保護者が、小学

校以降の子どもの生活について見通しを持てる機会

を設けています。今後は、より保護者の就学への不安

を取り除き、期待と見通しが持てるよう、クラス便り

等に情報を掲載し、書面で配布するなどの取り組みが

期待されます。 

・保育士等と小学校教員との意見交換として、幼保小

連携会議に参加しています。コロナ禍以前は授業参観

にも参加し、就学に向けた小学校との連携の一環とな

っていました。 

・保育所児童保育要録は、年長児担任が作成し、フリ

ー職員等、関係職員が確認し、園長が最終確認をして

います。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、健康

管理マニュアルが整備されています。毎朝看護師は、

視診により子どもの健康状態を把握し、保健日誌に記

録しています。保健日誌には朝の健康状態の外、その

日にあったけがなども記録されています。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては、看護師、

担任、園長で保護者に伝えるとともに、翌日に体調や

けがの様子などを確認しています。 

・子どもの保健に関する計画として、健康管理年間計

画を作成しています。健康管理年間計画は、4 期に分

け、それぞれ期の目標、留意点、期の反省が記載され

ています。また、年間を通した保健行事なども記載さ

れています。 

・入園児の提出書類や面談での聞き取り内容につい

て、全職員で共有しています。必要に応じて看護師に

よる説明や研修を行うことで、内容の理解を深めてい

ます。 

・予防接種を受けた際は、保護者が予防接種連絡カー

ドに内容を記載し、園に提出しています。園では提出

された内容について、児童票に転記しています。 

・子どもの健康に関する方針や取り組みについては、
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入園のしおりや保育内容説明会、毎月の保健だよりや

健康集会後のドキュメンテーションを通して伝えて

います。 

・職員は乳幼児突然死症候群（SIDS）チェック表を使

用し、一人ひとりの様子を確認するなど、必要な取り

組みを行っています。午睡の際は、子どもの表情が確

認できるよう、室内の明るさに配慮しています。 

・保護者に対する、乳幼児突然死症候群（SIDS）に関

する必要な情報提供として、乳幼児突然死症候群対策

強化月間時に園内にポスターを掲示しています。ま

た、入園のしおりに乳幼児突然死症候群について記載

しています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・0，1 歳児は 2 か月に 1 回、2 歳以上は年に 2 回の健

康診断を行っています。歯科健診は全クラス年に 1 回

実施しています。健診の際は、担任が付き添い、看護

師が記録しています。結果については、必要に応じて

各種会議で共有しています。 

・健康集会では歯の健康に関心をもってもらうため

に、虫歯はどうしてできるか、予防するためにはどう

したらよいか、歯に良い食べ物は何かなどを伝え、健

康診断・歯科健診の結果を保育に反映しています。 

・保護者に対して、健康診断の結果は健康カードで伝

え、歯科健診の結果については所定の書面で報告して

います。保健だよりでは、寝る前に歯磨きをしっかり

することの大切さなど、予防の大切さについて伝える

などの取り組みが行われています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・アレルギー児への給食提供について、給食室内で確

認後、給食担当者と保育者で再確認し、さらに保育室

内において担任間で確認するというトリプルチェッ

クをしています。また、机、台拭き、トレーは専用の

物を使用しています。 

・入園の際、アレルギー児への聞き取りは栄養士と看

護師が行い、栄養士は毎月の献立の確認を保護者と行

っています。6 か月ごとに病院を受診してもらい状況

を確認するとともに所定の書類を市の健康管理委員

会に提出しています。 

・職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等について、キ

ャリアアップ研修など外部研修を受講し必要な知識・
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□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

情報を得たり、技術の習得に努めています。研修内容

は研修報告会にて職員間で共有しています。 

・他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性疾患等

についての理解を図るために、入園のしおりに除去食

について記載するとともに、面談等を通して説明して

います。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、全体的な計画

や食育年間計画を作成しています。食育年間計画に

は、乳児クラスは野菜の皮むき等の経験、幼児クラス

は調理保育等の経験について記載されています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるよう、乳

児クラスでは、保育者がゆったりと食事の介助をする

ための職員体制を整えています。また、子どもの食事

中に食器の配置を直すことで、子ども自身で食べられ

るよう配慮しています。4・5 歳児はランチルームを使

用し、準備を終えた子やグループから食べ始めるな

ど、個々の生活リズムに合わせてゆったりと食事がと

れるよう配慮しています。 

・子どもの発達に合わせた、食材の大きさの変更や、

足が床にしっかりとつくよう、補助台を使用すること

や、背もたれのない椅子を使用し姿勢維持の育みにつ

なげるなどの取り組みが行われています。 

・陶器の食器や、水分補給をする際に湯呑を使用する

ことで、物を優しく扱うことを学ぶ機会にしていま

す。 

・幼児クラスでは子どもからの申し出を受け、個人差

や食欲に応じて、量を加減しています。乳児はその日

の食べ具合を見て、量を調節しています。 

・稲やなす、ピーマン、キュウリ、ニンジン、オクラ、

トウモロコシなどの栽培を通して、食べたいもの、食

べられるものが少しでも多くなるよう援助していま

す。また、調理保育では、カレーづくり、おにぎりづ

くり、餃子の皮を使ったピザづくりなどを通して、子

どもが食について関心を深める機会を設けています。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

給食だよりの配布や給食の展示、保育参観時に試食会



47 

 

を設けて伝えるなど、家庭との連携に努めています。

また、給食だよりでは人気レシピを紹介するととも

に、レシピを玄関に置き、自由に持ち帰ることができ

るようにしています。食に関する相談は随時受け付け

ています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を考慮し

た、個別の離乳食計画を作成しています。また、体調

が優れない際は、医師の指示を受けた保護者から配慮

食依頼シートの提出を受け、硬さや形状を変えるな

ど、献立・調理の工夫を行っています。 

・子どもの食べる量や好き嫌いなどについては、各ク

ラスの喫食簿で確認するとともに、栄養士、調理師が

子どもの喫食状況を観察しています。また、月に 1 回

園長、主任、栄養士、調理師で献立の喫食状況やアレ

ルギー児の献立について確認しています。 

・夏野菜など旬の食材を取り入れた献立や、豆腐のチ

ャンプルー、五平餅、とうきびごはんなど地域の食文

化を取り入れた献立や、年 6 回の行事食を取り入れて

います。内容については、毎月の給食だよりで紹介し

ています。 

・衛生管理については、衛生管理マニュアルにもとづ

き、毎日衛生管理チェックリストに記録しています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・乳児は連絡帳、幼児はドキュメンテーションを通し

て、日々の保育の様子について保護者と共有していま

す。また、送迎時のコミュニケーションを通して、家

庭との日常的な情報交換を行っています。 

・個人面談や保育参観、クラス懇談会、行事等を通し

て、保育の意図や保育内容についての、保護者の理解

を得る機会を設けています。保育参観の際は子どもた

ちの普段の様子を共有できるよう、保護者が三角巾と

マスクをして参観し、保育参観後に個人面談の時間を

設けることで、保護者と子どもの成長を共有できるよ
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要に応じて記録している。 

 

 

 

 

 

 

う取り組んでいます。 

・コロナ禍以前はおじいちゃんおばあちゃんと一緒に

遊ぼう会を実施し、祖父母が園の保育内容等について

触れる機会を設けていました。コロナ禍による会の中

止を受け、今年度から祖父母に手紙を送る取り組みが

行われています。 

・家庭の状況、保護者との情報交換の内容については、

個人面談記録を作成しています。内容に応じて、各種

会議等において、職員間で情報を共有しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々のコミュニケーションや、連絡帳のやり取り、

ドキュメンテーションの掲示等を通して、保護者との

信頼関係を築くよう取り組んでいます。その結果、利

用者家族アンケートでは職員の対応について高い満

足度が示されています。 

・個人面談は年に 1 回実施しています。相談は担任を

始め、フリーの職員、看護師、栄養士、園長も対応し

ています。面談の際は、保護者の就労等の個々の事情

に配慮して、土曜日に実施するなど相談に応じられる

よう取り組みを行っています。 

・相談内容は、個人面談記録や児童票の保護者支援欄

に記載しています。 

・相談を受けた保育士等が適切に対応できるよう、園

長、主任、他クラス担任に相談できる体制があります。

また、内容に応じて看護師、栄養士からも専門的な助

言を受けられます。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、送迎時

の親子の関わりの様子を観察しています。また、着替

えの時の視診や、子どもの会話の内容からも、子ども

の心身の状態や家庭での養育の状況について、把握で

きるよう努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、虐待防止マニュアルにのっとり、園長、主任に報

告し職員間で共有し、保護者への援助ができる体制が

整っています。 

・虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、担当の

保健師と保護者が話す機会を設けるなど、予防的に保

護者の精神面、生活面の援助をしています。 

・児童相談所からの問い合わせに対して対応するな
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どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

ど、関係機関との連携を図るための取り組みが行われ

ています。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について、

虐待対応マニュアルの周知や、乳幼児期における気づ

きのポイントとその対応について掲示するなどの取

り組みが行われています。また、マニュアルに基づく

園内研修が実施されています。 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・日々の保育については、担任間で週案や月間指導計

画を通して振り返っています。振り返りの際は、主任

が参加し、主体的に自らの保育実践の振り返りができ

るよう援助しています。振り返りの内容は、月に 1 回

実施される、乳児会議及び幼児会議でも共有されてい

ます。 

・保育日誌等の記録は園長が確認しています。園長は

記録から具体的な子どもの姿が見えてくるかどうか

やねらいに対しての反省が記載されているかどうか

などの視点で確認し、必要に応じて指導することで、

子どもの活動やその結果だけでなく、子どもの心の育

ち、意欲や取り組む過程を意識できるよう配慮してい

ます。 

・各種指導計画の振り返りの他に、職員は年 3 回の自

己評価を実施しています。自己評価では、職員ごとの

キャリアラダーステップにもとづいた、目標と具体的

な取り組み、反省・評価・今後の課題について振り返

るとともに、社会人・組織人として備えるべき資質を

チェックしています。 

・保育者等の自己評価を、保育所全体の保育実践の自

己評価につなげています。一例として、かみつきが発

生した際に、職員間で意見を出し合い、ゆっくりと遊

べる環境が必要ではないかという結論に至りました。
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自己評価をもとに、保育者が環境を整えることでかみ

つきを未然に防げるという保育所全体の保育実践に

つなげました。今後は、年に 2 回、園長が実施してい

る施設自己評価シートを全職員で取り組むことで、よ

り園全体の保育実践の自己評価につなげることが期

待されます。 

 


